紀要原稿提出のためのチェック項目

氏名　（　　　　　　　　　　）
　原稿を提出する前に、以下の項目のチェックを行ってください。行ったものには、左端の（　）にチェック（レ）を入れてください。もし、まだ対応していない項目が見つかった場合は、対応後、チェックを入れて指導教員に論文と共に提出してください。
（　）原稿ファイルはWordファイルである。
（　）テンプレートは、ホームページ上の最新版を用いて執筆している。
（　）ファイル名は、執筆要領の＜提出時のファイル名の付け方＞を参照している。
（　）原稿の長さは、後注その他すべてを含めて12ページ以内である。
（　）学位論文（修士論文・博士論文）の場合は、新たな論文として書き換えた（学位論文でない場合、チェックは不要）。
（　）そのまま印刷できる完成原稿になっている。
（　）用紙のサイズは、A4である。
（　）横書きになっている。

（　）和文の字体はMS明朝、半角英数字の字体はTimes New Romanになっている。英文以外の言語、数式は、それぞれ適切なフォントを使用している。
（　）数字は、原則半角で記載している。ただし、引用元が全角の場合はその限りではない。

（　）文字サイズは、タイトル：18ポイント、副題・要旨・氏名・所属：12ポイント、本文10.5ポイントになっている。
（　）タイトル・氏名・所属・要旨は1段組、本文以下は2段組、参照余白は、上35 mm、下30 mm、左右15 mmになっている。
（　）1行の字数は、第1セクション（1段組の箇所：タイトルなど）が48字、第2セクション（2段組の箇所：本文部分）が23字になっている。
（　）1ページの行数は、第1セクションおよび第2セクション共41行になっている。
（　）ヘッダ、フッタは削除したり、加筆修正していない。
（　）見出しはボールド、大見出し12ポイント、小見出し10.5ポイントになっている。
（　）特殊な漢字やフォントの使用は極力避けている。
（　）タイトルは、英和2言語で記述されている。
（　）原稿のカテゴリーについて、タイトルの前にその種類が書かれている。
（　）和文原稿には英文の、英文原稿には和文の要旨（3-15行）が加えられている。
（　）日本語原稿の場合、①タイトル（日本語）、②氏名（漢字）、③所属（日本語）、④タイトル（英語）、⑤氏名（ローマ字）、⑥所属（英語）、⑦要旨（英語）の順で記載されている。英語論文の場合、①タイトル（英語）、②氏名（ローマ字）、③所属（英語）、④タイトル（日本語）、⑤氏名（漢字）、⑥所属（日本語）、⑦要旨（日本語）の順で記載されている。
（　）タイトル・氏名の間に1行を空けている。

（　）引用の書式・形式や脚注の付け方、統計の表記法などは、当該研究領域の論文で現在使用されている書式に従っている。
（　）原稿が採用された場合、インターネット上での閲覧・ダウンロードが可能な電子紀要として出版されることを了承している。
（　）採用後の原稿の著作権は、日本大学大学院総合社会情報研究科に帰属することを了承している。
（　）他者の著作物の引用については、著作権の侵害にならないように十分配慮し、当該研究分野の引用の様式に従っている。
（　）投稿に際し、コピー検索専用ソフトを用いて、引用の適切さについても校閲を受けることを了承している。
（　）最終ページの文末に原稿受付日と発行日を挿入する3行分の空きがある。

（　）後注　10ポイント、出所　9ポイント、表　9ポイント以上になっている。
（　）修正項目対照表が10ページを超える場合、または修正が期日内に終わらない場合は「不受理」となることを了承している。
（　）原則、PDF化後の修正は認められないことを承知している。

英文はタイトルを含め、英語を母語とするか、当該分野で英語に堪能な方によるチェックを提出前に受けることが必須です。英語が堪能であることが分かる情報と同時に、英文校閲をしていただいた方のお名前を記入してください。もし、公表することに問題がある場合は、下記のいずれかの教員のチェックを再度受けてから提出してください。その場合は、再度チェックを受けた教員名を明記してください。

秋草准教授・神井弘之教授・保坂教授（五十音順）

（例1：日本大学英文学部教授　Dr. Elizabeth Hurley）（例2：公表できないので、再度、保坂教授のチェックを受けた。）
(                                                       )

